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当館では考古部門の展示の基礎をなす地域研究ならびに資料収集の一環として，遺跡の発掘

調査を行なっております。

梶山遺跡の調査はその一部で，昭和42年度から 43年度にかけて， 3l司実施し，縄文・弥生・

古墳の 3 時代に属する各種の遺構や遺物を明らかにできました。

これらの調査結果は，昭和43年に開催した梶山遺跡展や，神奈川県立博物館発掘調査報告書

1 および 2 により一部ご紹介しました。

第 3 次調査については，資料数がきわめて多く，整理と検討に非常な日数を要したため発表

が多少遅れましたが，このほど一応その結果がまとまりましたので，ここに報告書を刊行し、た

します。

梶山遺跡は規模が大きく，まだ一部を明らかにできたにすぎず，調奇未了の遺構も残ってお

りますが，第 3 次調査をもってひとまづ区切りをつけ，いままでに得られた資料を今後さらに

研究のうえ，改めて再調査を実施し，完全を期していきたいと考えております。

刊行にあたり，調査ならびに資料整理について格別のこ協力を賜わった地主小林幸雄氏，明

治大学考古学研究室，金子浩昌氏，野谷由美氏，大学生ならびに高校生の方々に厚くお干し申し

上げます。

昭和 45 年 3 月

神奈川県立博物館

館長斎藤太次郎
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1. 梶山遺跡第 3 次調査について

梶山遺跡一一横浜市構見区上末吉町梶山J斤在 ーについては，地域研究の一環として，昭和1

42半 8 月，梶山台地東南端!こ存在する集定年祉を対象Jこ第 1 ì失調査.~，次いで同年12月，東南斜

面に形成された小貝塚〈梶山員塚〕を対象に第 2 ;;欠調査を実施したの

これらの詞五では，既に神奈川県立博吻館発掘調査 JR告書 1~2 号に報告したとおり，良1，1'

1:"結果が得ら 11 たのであるが，出 1 次調査のさい日程の関係で発掘を保留した個所があり，ま

た第 2 次副主に関連して，花積下届期の集落j止を j巴握する必要が生じてさた c

:右 3 次調査は，以上 2 点 l こっき前調査を補足する H 的で'主出L，花積下層期の集落I止は克見

できなかったが，未調査部分に関してはある程度目的士連したので，ここに概要を報告するの

なお本報告書では，梶山遺跡若 2 l:穴〔梶山貝塚〉調子Eの白竹遺吻 rjl ，整理と同定に手間どっ

たため報告できなかった獣・魚類について補里 L たわ

これらについては作業が著るしく遅延していたのであるが，金子浩月・野谷rtl 美両氏からご

援助そ賜わったことに上り，ょうやく極別が明らかにできたのであるつそのさい，野谷氏から

種別表とともに概要に関するレポ←トを頂いたのそこで，同氏のこ了仰を得て，そのまま掲載

させて頂くことにしたハ

l'可氏から寄せられたご援坊とご好怠に対して，厚く感謝すーる次弟であろ♂

調在関係者

調査主催者・神奈川県立|事物館館長 村田良策

発掘担当者・神奈川県立博物館学芸員 神沢勇一

調査参加者・)1/口徳治朗，佐藤斉，平本紀美男，今井厚子，阿部澄子，梅)'1紀子，広田花代子(神奈川

県立博物館)

井上裕弘，松尾宣方， JiI崎和夫，奥山陸義， 小野正敏，磯部久生，内田俊秀，村山昇，清

水茂，鈴木由美，八木橋久美子， 土屋ひろみ， 大塚真弘， 矢応国男， 金子皇賞男(明治

大学〉

宇野友子(鵠沼女子高校)

調査期日・昭和43年 8 )J l f=j ~12 日

十:日告書執筆・神沢勇一
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2. 調査の概要

遺跡の立地，環境および現状についでは第 1 次調査報告に述べたので，重複をさけ，本報告

では補足的に遺跡付近内地形図を掲載するにとどめる(図版1)。

第 3 ì~調査は，第 1 次調査にちけろ宋調査遺構の発掘と花積下層期の集落I止探京を目的とす

る関係で，台地上面の I 区 (A-狂・ 8-13) ， II 区 (A-H ・ 14-22) および E区 (A-H

• 1- 7)に汁して行ない.のちに溝状遺構 I を遺跡すろ必要上，国南側!ご調査区域会拡張し

(A-U ・ 0-ー 3) ， A-H ・ -3-0 に刊区を設定した。 なわ， 日区以外にも発掘区の増

設を計画したが，栽培中の畑にかかるため，一応前述の範囲に限定した。発掘区は第 1 図に示

すとおりで，面積は延 225m2 であるの同図の網目部分は第 1 次および第 2 次調査の発掘個所で

あるが，今回再発掘した{問所は除外している。

発掘作業は ， 1 区 .m区. VI民と E区とに分け，大体並行して進めた。

I 区では，溝状遺構 Eの問面に現われた 8 号住居の発掘，溝状遺棋 I および E の規模を把註

するため，亜民の一部を含めて.A6 ， A-E ・ 7-10 ， G-H ・ 10-12の範囲を調査し， 8 

号住居I止を完掘，溝状遺構 Eについては西側末端を明らかにできた。なお以上の過程で，新た

に10号， 11号， 12 号および20号住居祉の存在が知られた。

このうち， 8 号， 11号および12号住居比は加静利Ell期のもので，重複しており，先後関係

は 8 号一→11号一→12号の順序である。溝状遺構E はこれら 31図の住居祉を斜めに切ってい

ろ。そのため，保存状態が良くない11号， 12号住居祉は， 8 号住居I止の北東壁付近に，床面と

壁の一部が認められるにすぎないが， 8 号住居祉だけは原形をかなり良く保っていた。

溝状遺構 E は，第 1 ;欠調査の所見から，東西方角にかなり延びると予:慢されたのであるが，

西側は B8 で終わっていた。東側では， G-H ・ 11-12に土師器の小破片(型式不明)を 14' -) 

10号住居祉により破壊され，またこの付近では地山の傾斜に什こい賠褐色土層が厚く堆積し， G

12で同士層中に没入するため末端を確認できなかった。本遺構西端を調査中， A8-A7 にか

けて，断続的な床面が存在した。これが20号住居祉であろが，ほとんど隣接する住宅の下にな

っているので，調査を中止した。時期は前野町期である。

溝状遣侍 I は I 区 F7-F11の発掘所見から，さらに西南に向かつて，直線的に延びると考

えられた。そこで亜区~日区にかけて， F6-F-3 まで発掘区を延長した結果，台地先端の

斜面にかかる F-1 まで存在し，さらに続くと忠われたが，弥生町期の17号住g..t止に切られて
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おり，末端全確認できなかった F

これに伴い， 17号住屑士止を調:;tですることになり， E-1--3 ・ G-1--2 を発掘した。

また直区では，溝状遭梢 I が，電複した 15号住唐祉と 16号住居祉を切っているこ正が知られ t-: 0 

前者はおそらく勝坂期，後者は加曽刊E 1 期の住居祉である。日程の関係で粗雑な調査になる

ことを避け，今回は発掘き見合わぜたn

次に E 区については， E18~20付近から東南側に広がる黒褐色土の落込部分を中心に E

G ・ 18~21， E20および F2H:発掘した。残部調査の白的以外に，第 1 次調査のさい E18~20

付近に花積下層式土器の破片が多く，白i唐M:の存在ずる、も考えられたためである《

この地点では，前に床而と壁の一部が確かめられた 7 弓住居I止の1、から， 9 号， 13号および

18号住居.l]r.が，僅かずつ南へずれて璽複しており，ほかに G18 ， F18付近には前野町期の床面

G長床〉らし L 、個所も存在したが，措乱が著ろしく，確認するに至らなかった。

時期は 9 号住居祉が五領期， 13号住居t止が弥生町期である。 9 号住居祉と 7 号住居地はl司時

期に属するが， 7 号の重複部分は張床であるので， 9 弓が古い。 18号住呂よ止については，床面

直上の宮土中から，花積下悼式土器と l時J反式土器とが出土している。是拘;こは後者の方が多い

が，いずれの時期に所属するか，断定 Lがたい。なお， 13号および18~.住岩I止は地境にかかり

排土の置場がなく，日理の面でも完摘不可能なため，存在を認するにとどめた。

E 区では，との lまか位置的!こ疑問はあったが，表土に花積下屑式土器の破片がやや目立って

散布する A~C ・ 15-17を念のため試掘した相果，衣七下i二直棲関係める遺構，漬物は発見さ

れず，宮の台期の14号住居I止と弥生1I日期の 19号住居士止が重複していただけであったの

各区の屑序，遺物の出土状態その他は，新設した日区を主含めて，第 1 次調査のさいの所見

とほぼ同様である。層序は，第 1 層=表土(排作土)，第 2 層二 i守機物を含む暗褐色土層，第

3 層=ローム質の黄褐色土層，第 4 層=閣東ローム層となっている。第 2 層の日吉褐色土層は表

士および遺構覆土と本質的には同一であるが，豊橋覆上の状懇では，硬さ，色調および有機物

の含有がi慢すので，陪褐色土または黒禍色土の名称をもって区別した A

遺物l 土表土， 暗褐色土層，遺構覆土(暗禍色土または黒褐色土)，住居士止床面から出士し，

一般に暗褐空土居，遺構覆土中に多く，量はリンゴ箱 5 個をみたす程度である。土器破片が)三

部分で，第 1 次調査で ItJ仁した以外の型式はみられなかった。主.~な出土遺物には 9 号住居

社出土の鎌と考えられる鉄製品破f十と鉄鉱茎部破片谷 1 ，宜区晴褐色よ層出士の扇子片刃石斧

1 等がある c

また，遺構および付属施設でほ， 8 弓住居祉の埋査と貯蔵穴， 12号住岩比の埋蜜があろ。
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3. 1 区の遺構と遺物

(1) 表土および暗同色土居

今回の発掘区は見 1 ;欠調査の発掘rR と一部重複するが，新任に発掘した部分におけても，以

前の所見と異なる点はなかった。

層序は表土(耕作 1) が30cm前後で. 11音褐色土層へ漸移的に移行する。 8 号住居j止付近の、iえ

坦部では. B;~ 柄色土層20-30cm. ローム質の黄地色土庁'115~20c沼，関東ローム層の 111自主で球積

していろか，日吉弘j色j 屈は台地縁辺に向かつて，地山の傾斜に[遣い，次第に浮くなり G12付近

では40~50仰となる。

遺初はおもにA-E ・ 7-10付近から品土しと。土器破片が大;古1;介を占め，花憤下層，勝J反，

阿E台，加首 flJE 1. 力日曽干IJE ll. 力日台干IJEill. 宮の台， ;)~生町，前野町および五領め諸 r世式

が認められた。加曽干Ij E II 式と器が最も多く侍に 8 号， 11号および12号住居比周辺に集中し

また前野町式土器と五領式土器とが20号陀店 j止の部分に目立った以外、は，ごく散慢に出土したO

ほかには表土から石斧 2. 剥片石器l.~梁詩 1 か，暗褐色j 層から石鍛 1 (第11図 2) .石

斧 3. 剥片石器 1. 鉄製品小破片 1 (種類不明〕が出とした A

(2) 8 ・ 11 ・ 12 号住居lJc (第 2-3 図. ~I版 2-4 ) 

ほぽ同 A平面J-_に重度した力日常利Ell期の住居i止であるの 8 号住)Iq 祉の北京側壁付近では重

複状態が明瞭に認ゆられ， 8 号イ主岩1止の墜を切って11号住居JJCが重なり，その上に12号住居祉

の張床が残っていたが，他の部分では，これらの住居I止を横断してltけられた溝状遺構 E その

他による撹乱のため，原状は夫なわれている。

8 号住居I止は規模 4. 9x4. 5 m 。隅丸方形のプランで.J7~車自の方 j c'D I 立大体北:1'[一一一西南に向

いてL 、る。床面は関東ローム居を掘込んでおり，北東側が i苛く，地表下70cm ν 西南側では約15

cm況と低い。床面中央北寄りに小型の炉がある。尽の高どは約50cmである。四隅にちいさな突

出部があり. J幅20-30cm. 深さ 20-25cmの周溝を伴うの周溝底面には，深さ日-20仰の小火が

ほぼ一定の間隔をもって存在する。この小穴は. 20伺前後方7 つためしい。なお，壁隅の突w部

は，それらと直接関係すろものでなく，上屋に伴う構造主 15えられ乙ゎ主柱穴l士 4 個。対象位

置にあったと推定され，現存する 2 個はほとんど垂直にちかい。深さは東側の柱穴が75cm. 西側

の柱穴が66cmである。

本住届i止は，函南側壁面に接する床面末端に，底を欠失した加曽利EJI式土器 1 個を埋設し
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た埋聾(第12図 1 ，図眠 3 ， 4) と，ぞれから 55cm離れた床面に，平面60x 35cm ， 深さ 27cm ，

底面がたいらな浅い穴があり，いずれも一種の貯蔵施設と考えられる。

床面出土遺物は埋棄のほか， 周溝中の小穴から土鐙 1 C第13図)， 小型局部磨製石斧 1 C第

11図 3 )，周溝中から剥片石器 1 C第11図 6 )，土器破片(第 4 図〉があるわ

覆土の一部は11号 12号住民社に関係すると考えられるが， それらの床面は明確でなかっ

た。ただ， 8 号住居f止の床面から 20c班上二ぢに，かなり硬い面があり，床面と認め得るほどの明

確な形跡はなかったが，一応この面で覆士を上下に区分した。覆士下部では土錘 8 C;毛 13凶〕

土器破片の周縁を磨いた円板状土製，11， 1 C第 11図 8) が，霞土 l二tf[í からは石鎌 1 C第 11図1)，

石斧 2 ，機器 2 ，取石 1 C第11図 5 )，土錘 2 C第13図)，上E~破片〔第 4 図〕等が出土した n

覆土上部出土遺物の一部は11号， 12号住居よ止に関係するものと思われるハ

11号住居f止は 8 号住居祉の北東側壁の一部を20cm切っている。壁の付近では床が徐々に高士

る。周溝はない。壁は12号住居:l:ü:により上半分が破壊されているの床面および覆土中には遺物

は存在しなかったの

12号住居I止は， 11号住居祉の覆土上に関東ローム土を厚さ 3 -5cm張って，床を設けているの

床面は溝、|犬遺構 E の北側まで認められたが，それ以南では撹2iL等により，明瞭でない《残存Úlí

も，壁のヒ半は破壊されている。周溝はない何

本住居士ICには，北東側の監に接して，大木 8 b 式土器の系統をひく鉢形土器 11囚を埋設した

埋斐が存在した CUH2図 2 ，図版 5)。発掘当時すでに口縁の一部を欠失していたが，埋設i交

の破損か否かは，鳴らかでない。なわ，埋斐の東南約60C躍の位置に， 30 x 55C却の範囲て、炉の拾

灰と考えられる焼土の散在が認められた⑦

現存部分からは埋斐に使用した鉢形土器以外に遺物は全く出土しなかったの

(3 ) 溝状遺構 II C第 1 図，第 6 図)

当初はかなりの長さをもっと予想されたが， JE外にも，西端は B8 と A8 の境界付近で終わ

った σ 東端はG11で暗褐色土層中に没入し，その付近では暗褐色土居が厚く，遺構の識別が不

可能であるため，追跡を断念したの G11の所見では，台地縁辺に向かつて，さらに延びること

が知られる。確認し得る部分の長さは13mであるの

西端の B8 付近では平面形，断面形とも U字形となり，底面も弧を描いて上昇するので，全

体が丸味をもっc 末端から最も近い位置における師と深さの最大部分は， 1. 5 mの点にあり.

幅 2.5m ， 深さは地表下約70c躍である。 なお，これが二本米の末端であるか，通路状の構造に接
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する部分であるか否かは，住宅にかかるため，確認できなかった。覆土の状態は第 1 次調査の

所見と異ならないが，ただ 8 号， 11号および12号住居祉を切る西端付近において，加曽利Ell

式土器ほか中期土器破片の包含が多い。

東側では10号住居此，溝状遺構 I のため破壊をうけ，遺物の出土もほとんどなかった。

覆土の遺物は，花積下層，勝坂，力口曽利E I，加曽干IJE II ，加曽利E IIL 前野町または五領

式土器破片，石斧 1 ，石Iill. C破片) 1 等で，すべて B8 から出土している。

(4) 10号住居fk C第 6 図〉

溝状遺構 LII を追跡中に発見された住居I止で，溝状遺構にかかる部分を発掘した。

床面は，地表下75C躍にあり，溝状遺構 I の上部を切っている。地山の傾斜のため，図の 1 点

破線の部分までは床面が関東ローム層中にあるが，その東側は不明瞭な張床で，壁は明らかで

ない。溝状遺構との重複部分も関東ローム土のブロックで薄く床を張っている。西側でも壁は

明らかでない。発掘部分の中央に55x 40cmの炉がある。焼土の厚さは 4 cm内外で，きわめて薄

い。炉の北側に 2 個の柱穴が溝状遺構 I と重複しており，左側柱穴は主柱穴の一個と考えられ

る。右側柱穴も本住居祉のものであるが，主柱穴とは考えがたい。深さは 21固とも約40cmであ

る。

本住居I止は，床面に土師器破片数個(型式不明〕が散在したのみで，時期不明である。

(5) 20号住居堆

調査区では亜区 CA 7 ・ A 8) になるが，第 1 区の調査に関連して発見されたので，本項で

扱うことにした。

本住居I止は撹乱を受け，北側壁が失なわれ，西側は隣接する住宅の下に延びているため，存

在を確認するにとどめた。床面は地表下約60cmにあり，関東ローム層の面を固く踏み固めてい

る。

遺物は，床面の凹所に器台 2 個(第12図 7 ， 8 。図版 8-3 ， 4) が密接した状態で存在し

たほか，小型査土形器の下半部 1 C第12図 4) が出土した。器台は 2 個とも形状が異なってい

るが，小型査形土器その他床面出土破片は，すべて前野町式土器の特徴を有するところから，

20号住居祉は前野町期のものと考えられる。なお，覆土中には，前野町式土器が五領式土器と

混在した。いずれも数は少ない。
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4. n 区の遺構と遺物

(1) 表土および暗掲色土層

層序は，今回の発掘部分でも第 1 次調査の所見と特に異なる点はなく，表土(耕作土) 30cm 

前後，暗褐色土層20-30cm ， ローム質の黄褐色土層15-20cm を経て関東ローム層へ移行するの

暗褐色土層は台地縁辺倒jで厚くなり， G21:lじ束セクションにおいては約50cm堆積していた。

9 号， 13 号， 18号住居i止付近の暗褐色土層下部から遣僧覆土の上部にかけて，薄い焼土の散

乱や床面と思われる硬い国[が断続的に存在し， G18北半部からは，前野町期の鉢形土器 1 個

(第12図 6 ，図版 8- 1)が破砕した状態で出土したが，遺構の重複と耕作による撹乱が激し

く，住居祉として把えることが不可能であった。

遺物は， F-G ・ 8 -21 ( 9 ・ 13 ・ 18 号住居祉部分〕に多い。花積下層，勝坂，加曽利E 1 

加曽手IJE II ，宮の台，弥生町，前野町，五領の各型式士占器の破片が認められ，前野町式，五領

式が大部分を占める。表土から石斧 2 ，剥片石器 1 ，土錘 1 が，日音褐色土層からは，石斧 8 ，

磨石 2 ，磁石 1 ，剥片石器 2 ， 1際器 3 および周平片刃石斧 1 CtfH1図 4) 等が出土した。

A-C ・ 15-17 04 ・ 19号住居祉部分〉では遺物が少なく，花積下層，加曽利E I.加曽利

E II ，堀ノ内 1 C?)，宮の台，久ケ原の諸型式の土器破片が散慢に存在し，表土から石斧 1 , 

暗褐色土層からは石斧 1 ，剥片石器 1 の出土をみたにすぎない。

(2) 9 ・ 13 ・ 18号住居祉 (第 7 図，図版 6)

これらの住居I止は，第 1 次調査で発見した 7 号住居祉を含めて 4 個が南北方向に僅かず

つずれて重複する。各住居I止の時期と切合い状態から，前後関係は18号(縄文前期または中

期?)一→13号(弥生町期〕ー→ 9 号(五領期) -~7 号(五領期〉の順となり，重複部分の

床は張床となっている。

9 号住居祉は規模約 5 x4. 5m。方形のプランを呈するが，東側の隅がやや張り出している。

床面は地表下72cmにある。関東ローム層を掘込み， 13号住居士止との重複部分では関東ローム土

の小塊を厚さ 5 cm前後に敷いた張床である。壁の高さ 45cm。壁に沿って幅15-20cm ， 深さ 15c加

前後の周溝を伴う。炉は北に偏している。規模55x 90cm ， 焼土は厚さ 12cmである。炉の束30cm

の位置では， 25 x 45cmの範囲に，焼土(捨灰〉が認められた。主柱穴は対象位置に 4 個あり，

深さはし、ずれも 60-65cmである。

遺物は床面から五領式土器の小破片と鉄鉱茎部破片 1 (第11図 9 )，東側ピット中にベンガ
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ラ粉末少量，周海中から鎌と考えられる鉄製品破片 1 一一現状 8 x 3. 3 x O. 4cm 0 刃がわずかに

内湾する一一(第11図 10) が出土したれ覆土中の遺物は五領式土器の破片が大部分を占める。

なお，縄文時代中期の特徴的形態を示す石鍛 1 (第11図1)が混入していたn

13号住居.lJ上は発掘部分の形状から，プランは方形または長方形と推定されるの本住居I止で注

立すべき点は，北西側の辺が少なくとも 6.5m以仁に達することで，弥生町期の住居地でも，

比較的大担のものと言えよう。床面は地表下 1. 1m にあり， 13号住居士I上よりも約35cm低い c 18 

号住居I止に重復する部分では，関東ローム土~厚さ 10c間前後に敷き店i めて，張I;jÇにしている。

G18 ・ 19では，直径 2m ， 深さ地表下1.5 ml二達するすり鉢形の撹乱(最近のもの〉にかかるた

め，破慣している。壁は高さ 35-40cmで，周溝を伴う。周溝は幅15-20c加，深さ 10-20c加で，

溝底lこ小穴が存在するが，配置は明らかでない。発掘した範囲には炉は認められず，柱穴も確

認できたのは，実測図中， P 3 , P 7 の 2 個だけであるの

住居i止内の遺物は北隅の床面に密着していた査形土器口縁部の大型破片ほか数個の土器破片

にすぎない。覆土中からは，北半部において，花積下層，勝坂，加曽和JE 1.加首干IJE 1I ，弥

生町の諸型式の土器破片が少量出土し，南半部では覆土上部に前野町式土器の破片が目立っ

た。南半部には，前野町式土器が出土するレベルに，断続的な床面が存在する。 18号住居祉床

面の柱穴のうち，比較的浅い P 6 (深さ 25c的等は，この住居J止と関係するもののように考え

られる。

18号住居I止も，床面と壁の一部を確認しただけであるので，規模は明らかでないがプランは

長方形または方形らしい。床面は地表下 1. 4mの深さにある。壁の上端は13号住居I止に破壊さ

れている。現状における壁の高さは30cmで，周溝はみられない。ただ，深さ 20cmの小穴が壁に

接して 2 個ある。柱穴は P4 が本住居I止のものと考えられる以外は不明で、ある。

床面には遺物は存在せず，直とから花積下層式土器と勝坂式土器の破片が少数出土しただけ

であり，時期を判定しがたい。覆土中には13号住居祉覆土中にみられた諸型式の土器破片が出土

したが，下半部では勝坂式土器と花積下層式土器に限られている。ほかには土錘 1 が出土した。

(3) 14 ・ 19号住居士止 (第 5 図〉

地表面に花積下層式土器の破片がやや多く散布し，ボーリンクの結果，竪穴の存在が知られ

たので試掘したところ， 14号住居I止と 19号住居I止が重複して現われた c 14号は宮の台期， 19号

は久ケ原期主たは弥生町期の住居I止であったので，とりあえず存在と時期を確認するにととめ

発掘を差し控えた。遺物は土器破片がごく少数出土しただけで，特記すべき点はない。
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5. m 区 .VI区の遺構と遺物

(1) 表土および暗褐色土層

E区および司区の調査は溝状遺構 I の規模を把握する目的で行なったので，一倍して扱うこ

とにする。

発掘区は，そのため必然的に台地先端に向かつて，帯状に延びたのこと屑の状態は，地点によ

り多少の差はあるが，表土(耕作土) 30cm前後，暗褐色土層25-35c市，ローム質黄褐色土層 15

-20cm ， 関東ローム層の層序を示し，他区と基本:的な差はない。ただ，暗褐色土層は台地先端

の傾斜部にかかると相当に厚く堆積しており， 17号住府I止付近では40-60cmに達する。

表土および暗褐色土層中における遺物の包合は，きわめて少なく， 15 号， 16号住居祉と 17号

住居tl上付近以外では，ほとんど出土しなかったの E区からは花積下層，勝坂，阿玉台，加常利E 1 

加曽利EII の諸型式の土器破片が出土したが，特に勝坂式土器と加曽干IJE 1 式土器が多L 、。

刊区 17号住居I止の部分には，花積下回，勝坂，弥生町の諸型式土搭が認められた。発掘区内に

遺構は発見されなかったけれども，勝坂式土器が多かったことが注色、される。なお E区表土か

らは陳器 1 が出土した。

( 2) 溝状遺構 1 (第 1 図， IT~ 9 図，図版 7-3 ， 4)

第 1 次調査およびE区，司区を発掘した結果，本遺構は台地の東南側縁辺に並行して幾分蛇

行しながら，ほほ北東 西南方向に延びていることが判明した。両端が破壊されているため

全体の規模は把握できないの現存部は長さ約40mである。第 1 次調査で発掘した個所では，保

存が良く，断面もかなり明瞭な「レの字形」を呈したが，I1I区においては15号， 16号住居祉覆

土にかかり，また F3 より先では暗褐色土屈の土佐積が厚くなるため，ほとんど暗褐色土層中に

没入し，関東ローム層上端からローム質黄梅色土層にかけて底部を残す(幅20-30cm ， 深さ 15

-25cm) 状態であった。したがって，本遺構を特徴づける溝底および斜面の小穴は I 区に 6 個，

やや疑わしいものを加えても 10個前後認められたにすぎず，日区では確認困難で、あった。小穴

の存在は把えられなかったが，遺構の延長は明瞭にたどれたの現存部分でさえ延長約40m をは

かり，おそらく柵を伴った防護施設で，台地縁辺寄りに延びているところから，集落の外側に

設けられたものと考えられようの

時期は，台地先端付近で弥生町期の17号住居祉に破壊されているので，弥生町期Jょl前，おそ

らく宮の台期または久ケ原期と推定できる。なお，本遺構に関係する遺物は出土しなかった。
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(3) 15 ・ 16号住居吐 (第 9 図，図版 7 ー 3 ， 4) 

溝状遺構 I を調査中に存在が知られた住居1止で， 15号は確認できなかったが勝坂期と考えら

れ， 16号は加曽利E 1 期に属し，重複している。これらについては，溝状遺構 I の規模把握の

目的に従って，発掘区にかかる部分だけを調査するにとどめた。

15号住居祉は 4 号， 5 号， 16号住居吐および溝状遺構 I 等により，かなり破壊をうけている。

現状においては規模，プランとも推定しがたい。床面は壁の周辺が幾分高く，皿状を呈し，深

さは床面中央付近で地表下68cm をはかる。壁は高さ 25c加。周溝はない。北東壁寄りに65x 55cm 

の炉を設けており，焼土の厚さは12cmで、ある。

床面に密着した遺物はなかったが，床面直上から覆土下半に勝坂式土器の破片のみが出土し

上半部でも阿玉台，加曽手IJE 1 ，加曽利 EII 式等の破片が僅か混在する状態からみて，本住居

祉の時期は勝坂期の可能性が多い。

16号住居I止も現状では規模，プランの維定は困難で、ある。床面は地表下83cmにあり，関東ロ

ーム層を掘込んで固く踏み固めている。周溝はない。発掘した範囲に炉は発見されなかった。

本住居祉の南西隅では，壁に接する位置に，加曽利E 1 式鉢形土器の胴部大型破片 1 個が埋設

されたような状態で存在した。ちょうど溝状遺構 I の底にかかるため，破壊を受けたものらし

く，位置からみても埋窪であったと考えられる。

遺物は床面に密着して加曽利E 1 式土器の破片と剥片石器 1 (第11図 7) が，覆土からは加

曽利E 1 式および勝坂式土器破片，石斧 1 ，土錘1c第13図〕が出土した。出土量は少なL 、。

選'7
3 

4 5 

3
6
咽

開
山
拘
引

rf崎、
第17号住居祉出土土器 (約1/2， 5)

1~5=床面出土 6~10=覆土出土
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(4) 17号住居此 (第 8 図，図版 7- 1， 2) 

肩円形のプランをもっ弥生町期の住居j:J上で，南側壁と床面の一部が彼壊されているが，原状

を比較的よく遣し，規模約 4.2x3.4 m ， 長軸は東 西方向と一致する。同期の住屑止とし

ては，かなり小型である。床面は(北東側で〕地表下50cmにある。北半分は関東ローム層を掘

込んでいるが，南側では池山の傾斜に伴い暗褐色土層が厚くなるため，この上に床を張ってお

り，床面が全体に軟弱であるの壁は原状そ残す北東側において，高さ 30-35c問をはかる。周溝

はない。柱穴は現状て 11伺存在するが，東端の 1 個(直律45cm ， 深さ 37c耐をのぞき，いずれ

も極端にちいさく，深さも 15-25cmにすぎない。それらが大体，壁沿いに設けられている点も

同期の一般的な住居祉の場合と多分に異なるの住居の規模に上るものと考えられよう。炉は西

側壁にちかく位置を占め，平面60x60cm ， 焼土の厚さは13c躍であったの

遺物は床面から広口の小型吉形土器(第12図 5 )，鉢形土器胸部破片(第12図 3) ほか土器

破片10数個(第10図 1- 5) が出土した。小型壷形土器以外は，すべて弥生町式土器である。

なお小型査形土器は北関東地方の後期弥生式土器の系統をひく異質の土Mで，おそらく模倣品

と考えられる注意すべき資料である。覆土では，下半部から弥生町式土器の破片が主に出土し

(第10図 6 -10)，上半部では，これに勝坂式土器の破片が混在したにすぎない。

6. 結び

今回の調査においては，主目的のひとつで、あった花積下層期の住店社は把えられなかったが

その他はある程度，目的を達することができた。

そのうち，榔状の構造を伴う構状遺構 I については，長さ 40m以上に達することが判明し，

位置，走向において，集落に付属した一種の防護施設とみてほぼ誤りないと考えられるに至っ

た。ただし ， i薄状遺構 E とは性格が多少異なるもののようである。 8 号住居地と E18-21付近

の落込部分では，それぞれ住居i止の存在が確認できた。住居の付属施設では 8 号住居祉の貯蔵

穴と思われる小ピットの存在， 12号住居祉で大木 8 b 式系の土器を埋藍に使用している点等が

注意され，後者は17号住居祉の小型童形土器とともに他地域との関係を示す良い資料である。

一方，調査中新たに知られた住居祉の一部は，日程その他の事情でやむを得ず調査を保辞し

たが，いずれ改めて調査したいのまた，本遺跡についての考察，遺構・遺物の細部について説

明を要する点が多いが，それらは，おって研究報告その他で扱うことにした。
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第 11図 石器・土製品・鉄器実測図
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第12図 土器実測図 1 二 8 号住居祉出土(埋歪)

4 ・ 7 ・ 8 =20号住居祉床面出土
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8 
2 =12号住居祉出土(埋窪) 3 ・ 5 二 17号住居祉床面出土
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第 1 3 図 土錘実測図

13ニ溝状遺構2出土、 2~5 ・ 7 ・ 8 ・ 12三 2 区暗褐色土層出土 6 ・ 10 ・ 14二8号住居祉覆土上部出土

11 ・ 19~21 ・ 23二 8号住居士止覆土下部出土 16 ・ 17 ・ 22=8号住居祉出土 15= 3 区暗褐色土層出土



(付録〕 梶山貝塚出土の脊椎動物遺存体

遺存体の種名

脊椎動物門 Phylum Vertebrate 

魚綱 Class Pisces 

1 板紙亜綱〈サメ類) Elasmobranchi 

2 ドチザメ? Triakis scyllia om�ler et Henle 

3 ハモ Muraenesox cinereus (Forsk虱) 

"7ボラ Mugil ce �halus Linn� 

スズキ Lateolabrax Jaρonicus (Cuvier et Valenciennes) 

クロダイ Mylio macroceρhalus (Basilewsky) 

7 マダイ Chryso�hrys major Temminck et Schlegel 

コチ Platyceρhalus indicus (Linn�) 

カレイ亜日 Pleuronectina 

晴乳綱 Class Mammalia 

1 イノシシ Sus scrofa leucomystax Temmi問ck

2 ニホンジカ Cervus niρρon niρρon Temminck 

ニホンイヌ Canis fm但iliaris var. Jaρonicus 、 Temminck

ホンドテン Martes melamρus melamρus Wagner 

21 

1967年12月における梶山貝塚発掘調査の際出土した脊椎動物の遺骸は，小型のミカン箱一個分程の量で

あり，確認出来たのは， ドチザメ，サメ類，ハモ，ボラ，スズキ，クロダイ，マダイ，コチ，カレイ類等

魚類?種，イノシシ，ニホンジカ， テン，ニホンイヌの晴乳類 4 種，計13種で，鳥骨は満足なものをみる

ことは出来なかった。

サメ類は 3 個の椎骨を得たのみであった。ハモは最も多く出土し，またその骨片15個のうち額骨が 9 伺

を占めた。スズキは歯骨が出土している。現生のものと比へると，体長は45cm前後あったと思われる。ク

ロダイ，マダイの出土も多い。体長は(推定値で〉大きい例では60c掴ほどにも達するものが出土してい

る。しかしながら，縄文貝塚出土のタイ類では，珍しいことではない。

日甫乳類は 4 種のみであった。 イノシシとニホンジカが主体で，量的には両種あまり差がなかった。ニホ

ンジカてもは，小片ではあるが鹿角片が目立つた。犬は，小型犬と思われるものの断片が10数片出土してい

る。

ところで，この梶山貝塚を中心として，この東京湾湾口部に近い横浜市付近には， これまでに知られた

縄文前期貝塚がかなりある。 しかし，それら貝塚出土の自然遺物関係の資料研究は，今日に至るも決して

充分なものではない。豊富な遺物の出土がありながら，報告されていなかったり，あるいはその機会を逸

しているものもある。梶山貝塚で出土した自然遺物の脊椎動物遺存体は，決して量的に多いものではない

し，その種類も少ないけれども， それらがどのような形質や比率において出土したかということを，まと

めることは出来た。(野谷由美〉



図版 1

遺跡付近地形図



図版 2

1 遺跡遠景

2 発掘状況



図版 3

号住居枇

2 8 ・ 11 ・ '2号住居祉重複状態



図版 4

8 号住居地理受

号住居士止埋斐および貯蔵穴



図版 5

1 12号住居士止埋斐

2 12号住居祉埋受理設状態



図版 6

1 号 9 住居士止

3 9 ・ 13 ・ 18号住居1止重複状態

2 13 ・ 18号住居上止



図版 7

1 17 号住 居祉

2 17号住居士止土器出土状態

3 15 ・ 16 号住居 j止 4 溝 状 iS: 桃 I



鉢形土器 (G 18 出土〕

鉢)[c;土器 (17号住居J止)

器台(20号住居i止〉

~i:i 台 (20号住居I止〉

図版 8



図版 9
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